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令和2年7月21日（火）アフターコロナについて座談会

　緊急事態宣言が明けた初めての青年部会事業として「青年
部会座談会」を相模原法人会館で開催いたしました。コロナ
禍での開催となりましたので、公益目的事業ではなく、会員
向けの研修会としました。Zoomなどリモート研修会が多い
中ではありましたが、集会での開催とし、約40名の方が集
まってくださいました。
　税理士である才川総務委員長が講師となり、コロナ対応の
補助金や助成金についてのガ
イダンスから始まり、その後
各テーブルに分かれたグルー
プワークを実施しました。
　「給付金の使い方」「コロナ
が及ぼした仕事への影響と対
処」「これから始めようとして
いる事業」についてそれぞれ
のテーブルで活発な話し合い
がなされ、アフターコロナを
考えた今後の事業継続に向け

て有益な時間であったこと、そして久しぶりに青年部会の皆
さんが集まり、仲間とのつながりや話ができるということの
有難さを再認識した事業となりました。
　研修会開催にご理解、ご協力いただきました、役員、部会員
の皆様ありがとうございました。

経営研修委員長　若林美佳

令和2年8月18日（火）「地域のために何ができるのか」情報交換会

　コロナ禍において、相模原市の各青年団体が「今、何を考
え、何を決め、どう行動しているのか？」など、率直な意見を
交換できる会を開催しました。
　参加団体は、公益社団法人相模原青年会議所、公益社団法
人津久井青年会議所、相模原商工会議所青年部、相模原市青
年工業経営研究会、津久井商工会青年部、城山商工会青年部、
相模湖商工会青年部、藤野商工会青年部の皆さんと私達相模
原法人会青年部会の9団体の代表者
にご参加頂きました。当日の参加人
数は、会場参加25名、Zoom参加10名
でした。各団体、春から夏にかけて
計画していた様々な事業がすべて
中止となり、落胆してはいました
が、現状を打開すべく情報交換会は
行われました。
　コロナ禍で青年団体として「地域
の為に何ができるのか？どうすれ
ば地域の為になるか？」

　新しい時代を担うリーダー達は、暗中模索の中、前向きに
捉え自分の意見を持ち、そして共有し議論し合いよりよいも
のを生み出したいという想いは皆さん同じで、終始明るい雰
囲気で情報交換会を終えることができました。ご参加頂いた
皆様、ありがとうございました。

経営研修副委員長　廣川知典

令和2年9月15日（火）2019年度青年部会卒業式

　「2019年度青年部会卒業式」をホテルラポール千寿閣にお
いて、開催しました。本来であれば、事業報告会の中で行われ
るはずのものでしたが、新型コロナウイルス感染症の拡大に
より、事業報告会が中止となり、卒業生を見送ることができ
ない状態が続いていました。
　そのような中でも、会の運営に中心的な
役割を果たしておられた方々が卒業され
ることに対して感謝の気持ちを伝えたい、
卒業生にも気持ちよく新たなスタートを
迎えてほしいという部会員の声が高まり、
卒業式が単独で開催されることになりま
した。とはいえ、新型コロナウイルス感染
症の拡大が収まりが見えず、自粛ムードが
広がる中で、人が集まる事業を行うので、
開催時期や参加人数、会場の感染予防対策
等については会議で議論を重ね、慎重を期
して行いました。
　当日は45名と多くのメンバーが参加
し、8名の卒業生を送ることができました。
コロナ禍の2020年は事業の中止が多く、

部会員が集まる機会が少なかったこともあり、部会員同士の
絆を実感できたこの卒業式は、多くの部会員の思い出に残る
事業となりました。

総務委員長　才川重久

令和2年10月20日（火）署長を囲む座談会「コロナを乗り越えて～人の心とビジネス～」

　毎年開催している女性部会と青年部会の合同事業である
「署長を囲む座談会」を相模原法人会館で開催しました。今回
は新型コロナウイルス感染症の拡大防止に伴い、懇親会は行
わず座談会のみになりました。
　新倉会長の挨拶から始まり、相模原税務署長 山本茂様の
講演会、「コロナを乗り越えて　～人の心とビジネス～」の
テーマのもとお話しいただきました。現状の経済状況、日常
を踏まえながら、クイズ形式で参加者が資料に記入する形で
進行が行われ、各個人が日頃の認識の違いを楽しみながら講
演に参加することができました。山本署長には大変な状況の

中、参加者の為に貴重なお時間をいただき大変感謝いたしま
す。
　講演後には藤本副会長より花束贈呈、そして青年部会 尾
﨑部会長より謝辞、最後に女性部会 小山部会長より閉会の
ことばがあり会は閉幕しました。
　例年であれば懇親会において税務署の皆様と食事をしな
がら名刺交換を行い、会話を楽しむ事ができます。来年には
新型コロナウイルス感染症が収束し、皆様と親睦を深めるこ
とができることを心より願っています。

租税教育委員長　高橋和也

感染拡大防止に万全を期して開催

相模原税務署　山本署長 クイズを行いながらの講演

補助金や助成金についてのガイダンス グループワーク

Zoomを併用し開催 市内青年団体による情報交換会
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